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４．大気環境係 
調査研究名 研究の概要 

平成 20 年度化学物質環境実

態調査（初期環境調査：大気

中のジベンジルエーテル） 

 

研究担当者：立野英嗣 

 

 

研究期間：平成 20 年度 

【目的】 

 初期環境調査は、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理

の促進に関する法律」における指定化学物質の指定について検討が必要

とされる物質、社会的要因から調査が必要とされる物質等の環境残留状

況の把握を目的とする。平成 20 年度は大気中のジベンジルエーテルにつ

いて調査を行った。 

【方法】 

 スチレンビニルベンゼン共重合体捕集剤(Sep-Pak PS-Air)を用いて大

気試料を捕集する。試料採取後の捕集剤からジクロロメタンを用いて抽

出を行い、へキサンに転溶し、内標準物質としてフェナントレン-d10 を

加え、GC/MS-SIM 法で定量する。 

◇GC/MS の条件 

 使用機器：HP5973N 

 使用カラム：SGE-BPX-35ms 

 カラム温度：60℃(1min)→8℃/min→200℃→10℃/min→280℃(10min)

 注入口温度：260℃ 

 インターフェース温度：280℃ 

 注入方法：スプリットレス 

 モニターイオン：ジベンジルエーテル：91、92 

         フェナントレン-d10：188 

【結果及び考察】 

 札幌市における大気中のジベンジルエーテルの調査結果は、すべて ND

（0.25～0.53ng/m3）であり、平成 19 年度に分析法を開発したいであ株

式会社が行った結果とほぼ同様の結果であった。 

 
 

平成 20 年度化学物質環境実

態調査（詳細環境調査：大気

中のイソブチルアルコール） 

 

研究担当者：立野英嗣 

      吉田 勤 

 

 

研究期間：平成 20 年度 

【目的】 

 詳細環境調査は、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」

における特定化学物質及び監視化学物質、監視環境リスク初期評価を実

施すべき物質等の環境残留状況の把握を目的とする。平成 20 年度は大気

中のイソブチルアルコールについて調査を行った。 

【方法】 

 Carbosieve-Ⅲを充填したガラス管捕集剤（ORBO-91）を用いて大気試

料を捕集する。試料採取後の捕集剤から Carbosieve-Ⅲを取り出し、ア

セトンを用いて抽出を行い、内標準物質として 1-ブタノール-d10 を加

え、GC/MS-SIM 法で定量する。 

◇GC/MS の条件 

 使用機器：HP5973N 

 使用カラム：J&W DB-624 

 カラム温度：40℃(1min)→5℃/min→100℃(10min) 

 注入口温度：200℃ 

 インターフェース温度：200℃ 

 注入方法：スプリット（スプリット比 1:20） 

 モニターイオン：イソブチルアルコール：33、43 

         1-ブタノール-d10  ：64 

【結果及び考察】 

 札幌市における大気中のイソブチルアルコールの調査結果は、ND～

0.17µg/m3であり、平成 19 年度に分析法を開発した神奈川県環境研究セ

ンターが行った結果の約 1/4 の濃度であった。 
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有害大気汚染物質に関する

調査研究 

「大気中の特定フロン及び

代替フロン濃度」について 

 

研究担当者：立野英嗣 

 

 

研究期間：平成 20 年度 

【目的】 

 特定フロン（CFC-11、CFC-12、CFC-113）は、成層圏オゾン層を破壊す

ることから、その製造が禁止された。しかし、これらのフロン類はまだ

使用されていることから、大気中の濃度についてモニタリングを行った。

 今後は、特定フロンの代替として使用されている代替フロンについて

もあわせて調査を行う予定である。 

【方法】 

 有害大気汚染物質モニタリングで使用するステンレス製捕集容器（キ

ャニスタ）に大気試料を捕集し、自動試料濃縮装置（ENTECH7100A）を用

いて試料の濃縮を行い、GC/MS-SIM 法で分析を行った。標準ガスとして

は、TO-14 に準拠して調製した混合標準ガス、内部標準ガスとしてはト

ルエン-d8 を希釈して使用する。 

◇GC/MS の条件 

 使用機器：HP5973N 

 使用カラム：HP-1 

 カラム温度：35℃(10min)→5℃/min→100℃→15℃/min→220℃(2min)

 注入口温度：220℃ 

 インターフェース温度：260℃ 

 モニターイオン：CFC-11 ：101、103 

         CFC-12 ：85、87 

         CFC-113：101、103 

         トルエン-d8：98、100 

【結果及び考察】 

 2005 年から 2007 年までの調査結果では、北１条局では CFC-11 は 218

～389ppt、CFC-12 は 473～530ppt、CFC-113 は 66～99ppt、山鼻局では

CFC-11 は 257～283ppt、CFC-12 は 584～612ppt、CFC-113 は 74～97ppt、

さらに東月寒局では CFC-11 は 201～325ppt、CFC-12 は 450～626ppt、

CFC-113 は 71～87ppt であり、いずれも局地的汚染のない地域とほぼ同

様の結果であった。 

 

酸性雨に関する研究(1) 

｢市内のオゾン濃度について｣ 

 

研究担当者：惠花孝昭 

 

 

研究期間：平成 20～24 年度 

【目的】 

オゾンは環境に大きな影響を与える成分として注目されており、特に

バックグラウンドオゾンは増加の傾向にあるといわれている。全国環境

研協議会北海道・東北支部酸性雨調査研究部会では、北海道・東北地域

におけるバックグラウンドでのオゾン濃度の測定を継続することによ

り、オゾンの挙動を把握していく。 

【方法】 

調査地点は衛生研究所（衛研）、芸術の森のほか、海岸部付近の手稲

山口と山間部に面した滝野を加えた 4 地点とし、調査項目はオゾン、一

酸化窒素、二酸化窒素及び二酸化硫黄の 4 物質、採取周期は 1 ヶ月間、

採取法はＯ式パッシブサンプラー法を用い、イオンクロマト法により分

析する。 

【結果及び考察】 

各地点のオゾン濃度の経時変化を図 1

に示した。季節変動は同様であるが、手

稲山口は衛研に比べ、夏季は低く、冬季

では高く、また、滝野では常に高く推移

した。この原因として、衛研は冬季に増

加する一酸化窒素の影響を受け、オゾン

濃度が減少する傾向があり 1)、夏季と冬

季で濃度が反転するものと考えられる。 図 1 オゾン濃度の経時変化

また、滝野は標高が 300m 程度と高く、標高の影響を受けていると考えら
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れる 1)。 

利尻など海岸部の一部では濃度が 60ppbv 程度と高い値を示したが 2)、

手稲山口では平成 21 年度は 40ppbv 程度となっている。今後、さらに検

討を行う予定である。 

【参考文献】 

1）惠花孝昭、野口 泉、立野英嗣：北海道・東北・新潟県の地域におけ

るオゾンの特性について 札幌市衛生研究所年報 35,60-65,2008. 

2）全国環境研協議会北海道・東北支部酸性雨調査研究専門部会：北海道・

東北におけるガス状酸性化成分等の濃度分布調査 2008. 

 

酸性雨に関する研究(2) 

｢Ｏ式パッシブサンプラー法

におけるＳＯ2捕集剤の検討｣ 

 

研究担当者：惠花孝昭 

 

 

研究期間：平成 20～22 年度 

【目的】 

Ｏ式パッシブサンプラー法（PS 法）はフィルターパック法（FP 法）に

比較して、低濃度側では濃度がより低くなる傾向を示した 1）。そこで、

捕集剤を従来のトリエタノールアミンから炭酸カリウムに変更し、低濃

度での改善の可能性を検討した。 

【方法】 

採取期間は 2007 年 12 月から 2008 年 5 月の 6 ヶ月間、採取周期は 1

ヶ月間、採取地点は利尻、母子里、天塩、札幌北、札幌白石及び札幌南

の道内 6 地点とし、採取法は調製した 1％K2CO3+2％グリセリン含浸ろ紙

（改良法）をＯ式パッシブサンプラーホルダー1 個につき 2 枚組込み、

TEA 含浸ろ紙（従来法）とともにシェルター内にセットした。前処理及

び分析法はＯ式の分析マニュアルに準拠した。 

【結果及び考察】 

従来法と FP 法での濃度の相関では、傾

きは二次回帰の傾向がみられ、特に低濃

度側で低い値を示しており、全国調査結

果 1)と同様の結果が確認できた。 

図1に示した改良法とFP法との相関で

は傾き＝1.00、Y 切片＝0.03、r＝0.9955

を示し、低濃度でもよい結果が得られた。

捕集剤に塩基性の強い炭酸カリウムを用 図1 改良法とFP法によるＳＯ2濃度

いたことで捕集量の増加が期待でき、低 

濃度、長期間暴露試験に向いていると考えられる。 

平成 21 年度以降は、改良法、従来法のデータとＳＯ2自動測定局との

データの比較検討等を行う予定である。 

【参考文献】 

1）全国環境研協議会酸性雨調査部会：第 4次酸性雨全国調査結果（平成

15 年度） 全国環境研会誌,30,56-135,2005. 

＊本調査は北海道環境科学研究センター他との共同調査である。 
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